
市役所の開庁時間は、原則平日午前８時30分～午後５時です。（正午～午後１時除く）
各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします

重層的支援体制整備事業がスタートしました！
　地域共生社会とは、地域の住民一人ひとりが、互いに助け合い、支え合いながら生活する社会のことです。
　制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が
世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会をめざしています。

地域共生社会の実現をめざして

気づきを大切に
困りごとをまるごと受け止め

つなぎます
自分のこと、家族のこと、ご近所のこと、

地域の皆さんの困りごとを
まるごと受け止め、一緒に考えます。

人と人・人と地域が
つながり支え合う
まちをめざします
気にかけ合い、支え合う、
自然なつながりを

感じられる地域をめざします。

本人の思いを大切に
社会とのつながりをつくります

本人の意思を尊重し、
つながりづくりに向けた
支援を行います。

属性を問わない相談支援

地域づくりに向けた支援参加支援

生活上のさまざまな困りごと
生活困窮の相談

　地域共生社会の実現をめざして、包括的な支援体制を整備するために、令和７年度から重層的支援体制整備事業が始まりました。
　重層的支援体制整備事業では、「伴走支援」を重視しています。サービスや制度の活用だけでなく、地域の人と人の継続的なつながりの中で、「生きづらさ」を
抱えている人に寄り添い、伴走し続けることが、孤独・孤立を防ぐ鍵となるからです。そのために、本事業では「属性を問わない相談支援」、「参加支援」、「地域づく
りに向けた支援」の３つの支援を一体的に実施していきます。

属性を問わない
相談支援

地域づくりに
向けた支援

参加支援

高齢者と
その家族の相談

障がいのある方と
その家族の相談

妊産婦・子どもと
その家族の相談

制度の狭間にあり、
支援が行き届かない課題や、
悩みや困りごとがいくつも
重なり、複雑化・複合化した

課題を拾います。

はざま

さまざまな機関が連携・協力して、
課題解決に向けて取り組みます。

関係機関のチームによる支援を通じて
対応力向上をめざします。

多機関協働事業

重層的支援体制整備事業についてのお問い合わせ　小金井市役所地域福祉課地域福祉係（☎ 042-387-9915）  

地域福祉コーディネーターが、地域の中にある居場所や活動、地域づくり
に意欲のある人へ支援を行います。属性を問わず交流できる場や居場所
を地域に増やしていき、日常の中で行われる住民同士の支え合いや緩や
かな見守りを広げます。

相談支援と地域づくりに向けた支援をつなぐための役
割です。今ある社会参加の取り組みではうまくいかない
個別性の高いニーズに対して、その人に合った支援を
コーディネートします。

分野をまたぐ複雑な課題を抱える場合でも、課題ごとに相談窓口を探す必要はありません。
どこに相談したらいいかわからない方は、福祉総合相談窓口にお気軽にご相談ください。
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新庁舎の情報はこちらから確認できます

地域福祉コーディネーターの活動

居場所プロジェクト
（ひきこもり当事者の会）

ひきこもりで悩む家族が集う場所

協力企業・事業所・団体を募集しています

ほかにもさまざまな参加支援や
地域づくりの活動があります

小金井市
福祉総合
相談窓口

小金井市社会福祉協議会内

☎042-386-0295
午前８時３０分から午後５時まで

（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）
（予約制）

お気軽に
ご相談ください

相談員からのメッセージ

こんな相談も受け付けています
自立相談支援事業
　相談支援員・就労支援員を配置し、生活課題に対する相談をお受けすると
ともに、関係機関による協力のもと生活支援のための個別のプラン（計画）を
作成して課題解決のお手伝いをしています。

住居確保給付金
　一定の要件を満たす方に対する、住まいの確保を目的とした給付金です。
離職ややむを得ない休業などによる減収で住居を失う恐れのある方などは
ご相談ください。

家計改善支援
　日常のお金の使い方の見直しや、収支のバランスなどについてアドバイス
をし、安定した家計管理が行えるように支援します。

就労準備支援
　社会との関わりに不安がある等、すぐに就労が困難な方への社会参加プ
ログラムを提供します。

相談
支援

相談
支援

参加
支援

参加
支援

参加
支援

地域
づくり

地域
づくり

参加
支援

地域
づくり

　個別の相談対応に加え、企業や団体などと
積極的につながることで、地域に必要な社会
資源を増やしていくという活動をしています。
ひきこもりの相談では、それぞれが自信を
持って生きていけるように本人の希望や思い
を大切にして、時間をかけて支援を行います。
こんなことで相談していいのかと
相談を遠慮する方も多いです
が、どうか気軽に相談してほ
しいです。

　福祉総合相談窓口では、まずはお話を伺って、
課題の整理をしています。一緒に考え、解決に向
けて取り組むことで、それぞれが望む道に進めた
事例もあります。本人の思いに沿って、何ができ
るのかを考えます。必要な資源がなければ作りた
いと思っています。そしてこれからは、個別の
ニーズに応えていくために、社会福祉協議会だ
けではなく、さまざまな機関、市民や
団体、企業の方々と一緒に地域づ
くりに取り組んでいきたいです。

　地域福祉コーディネーターは、地域課題や困りごとを把握し、ネット
ワークを通して支援が必要な方を専門機関などに適切につなぎます。ま
た、地域の方々やさまざまな機関・団体と連携しながら住民の皆さんが
安心して暮らせる「ささえあい」の仕組みづくりをお手伝いします。さまざ
まな取り組みをしていますので、興味のある方はお問い合わせください。

　社会との関わりに不安を抱える方を支援するため、就労支援やボランティア活
動の受け入れにご協力いただける企業・事業所・団体を募集しています。
　皆さまの協力により、困難を抱える方々が社会とつながり、自立に向けた大切
な一歩を踏み出すきっかけとなります。

三光院での作務作業
緑豊かな環境の中で竹を割ったり、
普段できないような器用な作業が

できて楽しい。

社会福祉協議会に所属し、
市内全域で活動しています！

社協での切手作業
雑談しながら手を動かして作業ができるので、
肩を張らず作業できるところがいい。

参加しやすい。

綜合ヘルスケア（株）での
清掃活動

（高齢者施設での清掃活動）
清掃作業なので個人でもくもくと自分のペースで
進められるところがよい。コミュニケーションが

苦手な方でも参加しやすいと思う。

地域の居場所活動
気楽に参加できるところがよい。

　東町にある農園にご協力をいただいて、収穫の
お手伝い、草むしりなどをしています。夏場はけっこ
う体力を使いますが、気分がリフレッシュすると参
加者の方から好評です。

　地域の都民農園に畑を借りて、地
域の方々と一から作物を育てていま
す。青空の下で地域の方同士がつな
がる居場所となっています。

参加者の声

複雑化・複合化した課題を受け止める
相談支援員のＡさん

地域福祉コーディネーターとして
市内全域で活動するＢさん

　市内外問わず、年齢も問わず、当事者だったら誰でも参加できる居
場所です。 

毎月第１火曜日午後3時から
ひきこもりがちな方、不登校を経験した方、生きづらさを感じ
ている方
無料（初回のみ要予約）
社会福祉協議会内

　ひきこもりがちな家族がいる方の集う場所です。 

毎月第２火曜日午前10時から
ひきこもりがちな家族を抱える父・母・きょうだい等
無料（要予約）
社会福祉協議会内

対　象
と　き

参加費
場　所

対　象
と　き

参加費
場　所
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